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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のフレーム構造による第１のＯＦＤＭシンボル及び第２のフレーム構造による第２
のＯＦＤＭシンボルいずれかを選択的に受信し、複数の第１信号と、前記複数の第１信号
の配置に関する第１情報と、を受信する受信部と、
　前記複数の第１信号のうちの１つに対応づけられた第１識別子を送信する送信部と、を
備え、
　前記複数の第１信号の各々は同期信号を含み、
　前記第１のフレーム構造に含まれる第１のサブフレームは、前記第１のＯＦＤＭシンボ
ルを備え、前記第１のＯＦＤＭシンボルのサブキャリア間隔は、１５ｋＨｚであり、
　前記第２のフレーム構造に含まれる第２のサブフレームは、前記第２のＯＦＤＭシンボ
ルを備え、前記第２のＯＦＤＭシンボルのサブキャリア間隔は、１５ｋＨｚの所定数倍で
あり、前記所定数は自然数であり、
　前記第１のサブフレームの長さは１ｍｓであり、
　前記所定数が２以上の場合、前記第２のサブフレームは、前記所定数ごとに１個のグル
ープとして形成され、前記１個のグループの長さは１ｍｓである
　端末装置。
【請求項２】
　前記第１情報は、前記第１識別子および第２識別子を示し、
　前記第２識別子は、前記複数の第１信号のうちの１つとは異なる他の第１信号に対応付
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けられており、
　前記第１識別子は、前記複数の第１信号のうちの１つが配置される位置と基準位置との
差に対応づけられている
　請求項１に記載の端末装置。
【請求項３】
　前記受信部は、チャネル状態情報参照信号の設定に関する第２情報を受信し、
　前記第２情報は、チャネル状態情報参照信号インデックスと、前記第１識別子および前
記第２識別子のうちの１つと、を含み、
　前記送信部は、参照信号受信電力又は参照信号受信品質を含む測定結果を送信し、
　前記参照信号受信電力および前記参照信号受信品質は、前記第２情報に基づく
　請求項２に記載の端末装置。
【請求項４】
　前記複数の第１信号のうちの１つは、第１のプリコーディングまたは第１のビームフォ
ーミングパターンで送信され、
　前記他の第１信号は、第２のプリコーディングまたは第２のビームフォーミングパター
ンで送信され、
　前記第１のプリコーディングは、前記第２のプリコーディングと異なり、
　前記第１のビームフォーミングパターンは、前記第２のビームフォーミングパターンと
異なる
　請求項２に記載の端末装置。
【請求項５】
　第１のフレーム構造による第１のＯＦＤＭシンボル及び第２のフレーム構造による第２
のＯＦＤＭシンボルのいずれかを選択的に送信し、複数の第１信号と、前記複数の第１信
号の配置に関する第１情報と、を送信する送信部と、
　前記複数の第１信号のうちの１つに対応づけられた第１識別子を受信する受信部と
　を備え、
　前記複数の第１信号の各々は同期信号を含み、
　前記第１のフレーム構造に含まれる第１のサブフレームは、前記第１のＯＦＤＭシンボ
ルを備え、前記第１のＯＦＤＭシンボルのサブキャリア間隔は、１５ｋＨｚであり、
　前記第２のフレーム構造に含まれる第２のサブフレームは、前記第２のＯＦＤＭシンボ
ルを備え、前記第２のＯＦＤＭシンボルのサブキャリア間隔は、１５ｋＨｚの所定数倍で
あり、前記所定数は自然数であり、
　前記第１のサブフレームの長さは１ｍｓであり、
　前記所定数が２以上の場合、前記第２のサブフレームは、前記所定数ごとに１個のグル
ープとして形成され、前記１個のグループの長さは１ｍｓである
　基地局装置。
【請求項６】
　前記第１情報は、前記第１識別子および第２識別子を示し、
　前記第２識別子は、前記複数の第１信号のうちの１つとは異なる他の第１信号に対応付
けられており、
　前記第１識別子は、前記複数の第１信号のうちの１つが配置される位置と基準位置との
差に対応づけられている
　請求項５に記載の基地局装置。
【請求項７】
　前記送信部は、チャネル状態情報参照信号の設定に関する第２情報を送信し、
　前記第２情報は、チャネル状態情報参照信号インデックスと、前記第１識別子および前
記第２識別子のうちの１つと、を含み、
　前記受信部は、参照信号受信電力又は参照信号受信品質を含む測定結果を受信し、
　前記参照信号受信電力および前記参照信号受信品質は、前記第２情報に基づく
　請求項６に記載の基地局装置。
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【請求項８】
　前記送信部は、前記複数の第１信号のうちの１つを第１のプリコーディングまたは第１
のビームフォーミングパターンで送信し、
　前記送信部は、前記他の第１信号を第２のプリコーディングまたは第２のビームフォー
ミングパターンで送信し、
　前記第１のプリコーディングは、前記第２のプリコーディングと異なり、
　前記第１のビームフォーミングパターンは、前記第２のビームフォーミングパターンと
異なる
　請求項６に記載の基地局装置。
【請求項９】
　基地局装置と通信する端末装置に用いられる通信方法であって、
　第１のフレーム構造による第１のＯＦＤＭシンボル及び第２のフレーム構造による第２
のＯＦＤＭシンボルのいずれかを選択的に受信するステップと、
　複数の第１信号と、前記複数の第１信号の配置に関する第１情報と、を受信するステッ
プと、
　前記複数の第１信号のうちの１つに対応づけられた第１識別子を送信するステップと、
を有し、
　前記複数の第１信号の各々は同期信号を含み、
　前記第１のフレーム構造に含まれる第１のサブフレームは、前記第１のＯＦＤＭシンボ
ルを備え、前記第１のＯＦＤＭシンボルのサブキャリア間隔は、１５ｋＨｚであり、
　前記第２のフレーム構造に含まれる第２のサブフレームは、前記第２のＯＦＤＭシンボ
ルを備え、前記第２のＯＦＤＭシンボルのサブキャリア間隔は、１５ｋＨｚの所定数倍で
あり、前記所定数は自然数であり、
　前記第１のサブフレームの長さは１ｍｓであり、
　前記所定数が２以上の場合、前記第２のサブフレームは、前記所定数ごとに１個のグル
ープとして形成され、前記１個のグループの長さは１ｍｓである　
　通信方法。
【請求項１０】
　端末装置と通信する基地局装置に用いられる通信方法であって、
　第１のフレーム構造による第１のＯＦＤＭシンボル及び第２のフレーム構造による第２
のＯＦＤＭシンボルのいずれかを選択的に送信するステップと、
　複数の第１信号と、前記複数の第１信号の配置に関する第１情報と、を送信するステッ
プと、
　前記複数の第１信号のうちの１つに対応づけられた第１識別子を受信するステップと、
を有し、
　前記複数の第１信号の各々は同期信号を含み、
　前記第１のフレーム構造に含まれる第１のサブフレームは、前記第１のＯＦＤＭシンボ
ルを備え、前記第１のＯＦＤＭシンボルのサブキャリア間隔は、１５ｋＨｚであり、
　前記第２のフレーム構造に含まれる第２のサブフレームは、前記第２のＯＦＤＭシンボ
ルを備え、前記第２のＯＦＤＭシンボルのサブキャリア間隔は、１５ｋＨｚの所定数倍で
あり、前記所定数は自然数であり、
　前記第１のサブフレームの長さは１ｍｓであり、
　前記所定数が２以上の場合、前記第２のサブフレームは、前記所定数ごとに１個のグル
ープとして形成され、前記１個のグループの長さは１ｍｓである
　通信方法。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、端末装置、基地局装置、および通信方法に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　近年、スマートフォン、タブレット端末等の急速な普及に伴い、今後トラフィックの急
増が課題となっている。このような課題に対して、３ＧＰＰ（Third Generation Partner
ship Project）によるＬＴＥ（Long Term Evolution）、ＬＴＥ－Ａ（LTE-Advanced）の
ような通信システム（例えば、非特許文献１）の後継システム、もしくは、新しい無線通
信システムとして、第５世代移動通信システムの検討が進められている。第５世代移動通
信システムについては、例えば非特許文献２に記載されている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００３】
【非特許文献１】３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１１　ｖ１２．３．０，“Ｐｈｙｓｉｃａｌ
　ｃｈａｎｎｅｌｓ　ａｎｄ　ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ”，２０１４年９月。
【非特許文献２】ＡＲＩＢ　２０２０　ａｎｄ　Ｂｅｙｏｎｄ　Ａｄ　Ｈｏｃ　Ｇｒｏｕ
ｐ、Ｗｈｉｔｅ　Ｐａｐｅｒ、“Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓ
ｔｅｍｓ　ｆｏｒ　２０２０　ａｎｄ　ｂｅｙｏｎｄ”，２０１４年１０月。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　例えば、第５世代移動通信システムでは、より広い帯域を用いて高速伝送を実現するた
めに、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａと比較して、高い搬送周波数を用いて通信することが検討され
ている。しかしながら、非特許文献１に記載のＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａでは、高い搬送周波数
で通信する場合に、十分に性能を発揮することができない可能性がある。
【０００５】
　本発明はこのような事情を鑑みてなされたものであり、高い搬送周波数で通信する場合
であっても、効率良く通信が可能な端末装置および通信方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述した課題を解決するために本発明に係る端末装置および通信方法の構成は、次の通
りである。
【０００７】
　本発明に係る端末装置は、プライマリセルからアシスト情報、セカンダリセルから複数
の同期信号を受信し、前記アシスト情報および前記同期信号に基づいて同期を取る受信部
と、前記複数の同期信号のうち、少なくとも１つの同期信号に関する測定情報を送信する
送信部と、を備える。
【０００８】
　また、本発明の端末装置において、前記アシスト情報は前記複数の同期信号の各々に対
する情報が含まれる。
【０００９】
　また、本発明の端末装置において、前記アシスト情報には前記複数の同期信号の各々の
ＩＤが含まれており、前記同期信号に関する測定情報として前記ＩＤを送信する。
【００１０】
　また、本発明の端末装置において、前記アシスト情報には、測定用参照信号に関する情
報が含まれており、前記同期信号に関する測定情報として、前記ＣＳＩ－ＲＳで測定した
受信電力を含めて送信する。
【００１１】
　また、本発明の通信方法は、端末装置における通信方法であって、プライマリセルから
アシスト情報、セカンダリセルから複数の同期信号を受信し、前記アシスト情報および前
記同期信号に基づいて同期を取る受信ステップと、前記複数の同期信号のうち、少なくと
も１つの同期信号に関する測定情報を送信する送信ステップと、を有する。
【発明の効果】
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【００１２】
　本発明によれば、高い搬送周波数における通信をした場合であっても、効率良い通信が
可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本実施形態に係る通信システムの例を示す図である。
【図２】本実施形態に係るトレーニング信号の構成例を示す図である。
【図３】本実施形態に係る基地局装置の構成例を示すブロック図である。
【図４】本実施形態に係る端末装置の構成例を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本実施形態における通信システムは、基地局装置（送信装置、セル、送信点、送信アン
テナ群、送信アンテナポート群、コンポーネントキャリア、eNodeB）および端末装置（端
末、移動端末、受信点、受信端末、受信装置、受信アンテナ群、受信アンテナポート群、
UE）を備える。
【００１５】
　本実施形態において、“Ｘ／Ｙ”は、“ＸまたはＹ”の意味を含む。本実施形態におい
て、“Ｘ／Ｙ”は、“ＸおよびＹ”の意味を含む。本実施形態において、“Ｘ／Ｙ”は、
“Ｘおよび／またはＹ”の意味を含む。
【００１６】
　図１は、本実施形態に係る通信システムの例を示す図である。図１に示すように、本実
施形態における通信システムは、基地局装置１Ａ、１Ｂ、端末装置２Ａを備える。また、
カバレッジ１－１は、基地局装置１Ａが端末装置と接続可能な範囲（通信エリア）である
。またカバレッジ１－２は、基地局装置１Ｂが端末装置と接続可能な範囲（通信エリア）
である。端末装置２Ａは、基地局装置１Ａおよび／または１Ｂと接続可能である。
【００１７】
　図１において、端末装置２Ａから基地局装置１Ａへの上りリンクの無線通信では、以下
の上りリンク物理チャネルが用いられる。上りリンク物理チャネルは、上位層から出力さ
れた情報を送信するために使用される。
・ＰＵＣＣＨ（Physical Uplink Control Channel）
・ＰＵＳＣＨ（Physical Uplink Shared Channel）
・ＰＲＡＣＨ（Physical Random Access Channel）
【００１８】
　ＰＵＣＣＨは、上りリンク制御情報（Uplink Control Information: UCI）を送信する
ために用いられる。ここで、上りリンク制御情報は、下りリンクデータ（下りリンクトラ
ンスポートブロック、Downlink-Shared Channel: DL-SCH）に対するＡＣＫ（a positive 
acknowledgement）またはＮＡＣＫ（a negative acknowledgement）（ACK/NACK）を含む
。下りリンクデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ、ＨＡＲＱフィード
バックとも称する。
【００１９】
　また、上りリンク制御情報は、下りリンクに対するチャネル状態情報（Channel State 
Information: CSI）を含む。また、上りリンク制御情報は、上りリンク共用チャネル（Up
link-Shared Channel: UL-SCH）のリソースを要求するために用いられるスケジューリン
グ要求（Scheduling Request: SR）を含む。前記チャネル状態情報は、好適な空間多重数
を指定するランク指標ＲＩ、好適なプレコーダを指定するプレコーディング行列指標ＰＭ
Ｉ、好適な伝送レートを指定するチャネル品質指標ＣＱＩなどが該当する。
【００２０】
　前記チャネル品質指標ＣＱＩは（以下、ＣＱＩ値）、所定の帯域における好適な変調方
式（例えば、QPSK、16QAM、64QAM、256QAMなど）、符号化率（code rate）とすることが
できる。ＣＱＩ値は、前記変更方式や符号化率により定められたインデックス（CQI Inde
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x）とすることができる。前記ＣＱＩ値は、予め当該システムで定めたものをすることが
できる。
【００２１】
　なお、前記ランク指標、前記プレコーディング品質指標は、予めシステムで定めたもの
とすることができる。前記ランク指標や前記プレコーディング行列指標は、空間多重数や
プレコーディング行列情報により定められたインデックスとすることができる。なお、前
記ランク指標、前記プレコーディング行列指標、前記チャネル品質指標ＣＱＩの値をＣＳ
Ｉ値と総称する。
【００２２】
　ＰＵＳＣＨは、上りリンクデータ（上りリンクトランスポートブロック、UL-SCH）を送
信するために用いられる。また、ＰＵＳＣＨは、上りリンクデータと共に、ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫおよび／またはチャネル状態情報を送信するために用いられても良い。また、ＰＵＳ
ＣＨは、上りリンク制御情報のみを送信するために用いられても良い。
【００２３】
　また、ＰＵＳＣＨは、ＲＲＣメッセージを送信するために用いられる。ＲＲＣメッセー
ジは、無線リソース制御（Radio Resource Control: RRC）層において処理される情報／
信号である。また、ＰＵＳＣＨは、ＭＡＣ　ＣＥ（Control Element）を送信するために
用いられる。ここで、ＭＡＣ　ＣＥは、媒体アクセス制御（MAC: Medium Access Control
）層において処理（送信）される情報／信号である。
【００２４】
　例えば、パワーヘッドルームは、ＭＡＣ　ＣＥに含まれ、ＰＵＳＣＨを経由して報告さ
れても良い。すなわち、ＭＡＣ　ＣＥのフィールドが、パワーヘッドルームのレベルを示
すために用いられても良い。
【００２５】
　ＰＲＡＣＨは、ランダムアクセスプリアンブルを送信するために用いられる。
【００２６】
　また、上りリンクの無線通信では、上りリンク物理信号として上りリンク参照信号（Up
link Reference Signal: UL RS）が用いられる。上りリンク物理信号は、上位層から出力
された情報を送信するためには使用されないが、物理層によって使用される。ここで、上
りリンク参照信号には、ＤＭＲＳ（Demodulation Reference Signal）、ＳＲＳ（Soundin
g Reference Signal）が含まれる。
【００２７】
　ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの送信に関連する。例えば、基地局装置１Ａ
は、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの伝搬路補正を行なうためにＤＭＲＳを使用する。ＳＲ
Ｓは、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの送信に関連しない。例えば、基地局装置１Ａは、上
りリンクのチャネル状態を測定するためにＳＲＳを使用する。
【００２８】
　図１において、基地局装置１Ａから端末装置２Ａへの下りリンクの無線通信では、以下
の下りリンク物理チャネルが用いられる。下りリンク物理チャネルは、上位層から出力さ
れた情報を送信するために使用される。
・ＰＢＣＨ（Physical Broadcast Channel: 報知チャネル）
・ＰＣＦＩＣＨ（Physical Control Format Indicator Channel: 制御フォーマット指示
チャネル）
・ＰＨＩＣＨ（Physical Hybrid automatic repeat request Indicator Channel: HARQ指
示チャネル）
・ＰＤＣＣＨ（Physical Downlink Control Channel: 下りリンク制御チャネル）
・ＥＰＤＣＣＨ（Enhanced Physical Downlink Control Channel: 拡張下りリンク制御チ
ャネル）
・ＰＤＳＣＨ（Physical Downlink Shared Channel: 下りリンク共有チャネル）
【００２９】



(7) JP 6795489 B2 2020.12.2

10

20

30

40

50

　ＰＢＣＨは、端末装置で共通に用いられるマスターインフォメーションブロック（Mast
er Information Block: MIB, Broadcast Channel: BCH）を報知するために用いられる。
ＰＣＦＩＣＨは、ＰＤＣＣＨの送信に用いられる領域（例えば、OFDMシンボルの数）を指
示する情報を送信するために用いられる。
【００３０】
　ＰＨＩＣＨは、基地局装置１Ａが受信した上りリンクデータ（トランスポートブロック
、コードワード）に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信するために用いられる。すなわち、Ｐ
ＨＩＣＨは、上りリンクデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを示すＨＡＲＱインディケータ
（ＨＡＲＱフィードバック）を送信するために用いられる。また、ＡＣＫ／ＮＡＣＫは、
ＨＡＲＱ－ＡＣＫとも呼称する。端末装置２は、受信したＡＣＫ／ＮＡＣＫを上位レイヤ
に通知する。ＡＣＫ／ＮＡＣＫは、正しく受信されたことを示すＡＣＫ、正しく受信しな
かったことを示すＮＡＣＫ、対応するデータがなかったことを示すＤＴＸである。また、
上りリンクデータに対するＰＨＩＣＨが存在しない場合、端末装置２ＡはＡＣＫを上位レ
イヤに通知する。
【００３１】
　ＰＤＣＣＨおよびＥＰＤＣＣＨは、下りリンク制御情報（Downlink Control Informati
on: DCI）を送信するために用いられる。ここで、下りリンク制御情報の送信に対して、
複数のＤＣＩフォーマットが定義される。すなわち、下りリンク制御情報に対するフィー
ルドがＤＣＩフォーマットに定義され、情報ビットへマップされる。
【００３２】
　例えば、下りリンクに対するＤＣＩフォーマットとして、１つのセルにおける１つのＰ
ＤＳＣＨ（１つの下りリンクトランスポートブロックの送信）のスケジューリングに使用
されるＤＣＩフォーマット１Ａが定義される。
【００３３】
　例えば、下りリンクに対するＤＣＩフォーマットには、ＰＤＳＣＨのリソース割り当て
に関する情報、ＰＤＳＣＨに対するＭＣＳ（Modulation and Coding Scheme）に関する情
報、ＰＵＣＣＨに対するＴＰＣコマンドなどの下りリンク制御情報が含まれる。ここで、
下りリンクに対するＤＣＩフォーマットを、下りリンクグラント（または、下りリンクア
サインメント）とも称する。
【００３４】
　また、例えば、上りリンクに対するＤＣＩフォーマットとして、１つのセルにおける１
つのＰＵＳＣＨ（１つの上りリンクトランスポートブロックの送信）のスケジューリング
に使用されるＤＣＩフォーマット０が定義される。
【００３５】
　例えば、上りリンクに対するＤＣＩフォーマットには、ＰＵＳＣＨのリソース割り当て
に関する情報、ＰＵＳＣＨに対するＭＣＳに関する情報、ＰＵＳＣＨに対するＴＰＣコマ
ンドなど上りリンク制御情報が含まれる。上りリンクに対するＤＣＩフォーマットを、上
りリンクグラント（または、上りリンクアサインメント）とも称する。
【００３６】
　また、上りリンクに対するＤＣＩフォーマットは、下りリンクのチャネル状態情報（CS
I: Channel State Information。受信品質情報とも称する。）を要求（CSI request）す
るために用いることができる。チャネル状態情報は、好適な空間多重数を指定するランク
指標ＲＩ（Rank Indicator）、好適なプリコーダを指定するプリコーディング行列指標Ｐ
ＭＩ（Precoding Matrix Indicator）、好適な伝送レートを指定するチャネル品質指標Ｃ
ＱＩ（Channel Quality Indicator）、プリコーディングタイプ指標ＰＴＩ（Precoding t
ype Indicator）などが該当する。
【００３７】
　また、上りリンクに対するＤＣＩフォーマットは、端末装置が基地局装置にフィードバ
ックするチャネル状態情報報告（CSI feedback report）をマップする上りリンクリソー
スを示す設定のために用いることができる。例えば、チャネル状態情報報告は、定期的に
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チャネル状態情報（Periodic CSI）を報告する上りリンクリソースを示す設定のために用
いることができる。チャネル状態情報報告は、定期的にチャネル状態情報を報告するモー
ド設定（CSI report mode）のために用いることができる。
【００３８】
　例えば、チャネル状態情報報告は、不定期なチャネル状態情報（Aperiodic CSI）を報
告する上りリンクリソースを示す設定のために用いることができる。チャネル状態情報報
告は、不定期的にチャネル状態情報を報告するモード設定（CSI report mode）のために
用いることができる。基地局装置は、前記定期的なチャネル状態情報報告または前記不定
期的なチャネル状態情報報告のいずれかを設定することができる。また、基地局装置は、
前記定期的なチャネル状態情報報告および前記不定期的なチャネル状態情報報告の両方を
設定することもできる。
【００３９】
　また、上りリンクに対するＤＣＩフォーマットは、端末装置が基地局装置にフィードバ
ックするチャネル状態情報報告の種類を示す設定のために用いることができる。チャネル
状態情報報告の種類は、広帯域ＣＳＩ（例えば、Wideband CQI）と狭帯域ＣＳＩ（例えば
、Subband CQI）などがある。
【００４０】
　端末装置は、下りリンクアサインメントを用いてＰＤＳＣＨのリソースがスケジュール
された場合、スケジュールされたＰＤＳＣＨで下りリンクデータを受信する。また、端末
装置は、上りリンクグラントを用いてＰＵＳＣＨのリソースがスケジュールされた場合、
スケジュールされたＰＵＳＣＨで上りリンクデータおよび／または上りリンク制御情報を
送信する。
【００４１】
　ＰＤＳＣＨは、下りリンクデータ（下りリンクトランスポートブロック、DL-SCH）を送
信するために用いられる。また、ＰＤＳＣＨは、システムインフォメーションブロックタ
イプ１メッセージを送信するために用いられる。システムインフォメーションブロックタ
イプ１メッセージは、セルスペシフィック（セル固有）な情報である。
【００４２】
　また、ＰＤＳＣＨは、システムインフォメーションメッセージを送信するために用いら
れる。システムインフォメーションメッセージは、システムインフォメーションブロック
タイプ１以外のシステムインフォメーションブロックＸを含む。システムインフォメーシ
ョンメッセージは、セルスペシフィック（セル固有）な情報である。
【００４３】
　また、ＰＤＳＣＨは、ＲＲＣメッセージを送信するために用いられる。ここで、基地局
装置から送信されるＲＲＣメッセージは、セル内における複数の端末装置に対して共通で
あっても良い。また、基地局装置１Ａから送信されるＲＲＣメッセージは、ある端末装置
２に対して専用のメッセージ（dedicated signalingとも称する）であっても良い。すな
わち、ユーザ装置スペシフィック（ユーザ装置固有）な情報は、ある端末装置に対して専
用のメッセージを使用して送信される。また、ＰＤＳＣＨは、ＭＡＣ　ＣＥを送信するた
めに用いられる。
【００４４】
　ここで、ＲＲＣメッセージおよび／またはＭＡＣ　ＣＥを、上位層の信号（higher lay
er signaling）とも称する。
【００４５】
　また、ＰＤＳＣＨは、下りリンクのチャネル状態情報を要求するために用いることがで
きる。また、ＰＤＳＣＨは、端末装置が基地局装置にフィードバックするチャネル状態情
報報告（CSI feedback report）をマップする上りリンクリソースを送信するために用い
ることができる。例えば、チャネル状態情報報告は、定期的にチャネル状態情報（Period
ic CSI）を報告する上りリンクリソースを示す設定のために用いることができる。チャネ
ル状態情報報告は、定期的にチャネル状態情報を報告するモード設定（CSI report mode
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）のために用いることができる。
【００４６】
　下りリンクのチャネル状態情報報告の種類は広帯域ＣＳＩ（例えば、Wideband CSI）と
狭帯域ＣＳＩ（例えば、Subband CSI）がある。広帯域ＣＳＩは、セルのシステム帯域に
対して１つのチャネル状態情報を算出する。狭帯域ＣＳＩは、システム帯域を所定の単位
に区分し、その区分に対して１つのチャネル状態情報を算出する。
【００４７】
　また、下りリンクの無線通信では、下りリンク物理信号として同期信号（Synchronizat
ion signal: SS）、下りリンク参照信号（Downlink Reference Signal: DL RS）が用いら
れる。下りリンク物理信号は、上位層から出力された情報を送信するためには使用されな
いが、物理層によって使用される。
【００４８】
　同期信号は、端末装置が、下りリンクの周波数領域および時間領域の同期を取るために
用いられる。また、下りリンク参照信号は、端末装置が、下りリンク物理チャネルの伝搬
路補正を行なうために用いられる。例えば、下りリンク参照信号は、端末装置が、下りリ
ンクのチャネル状態情報を算出するために用いられる。
【００４９】
　ここで、下りリンク参照信号には、ＣＲＳ（Cell-specific Reference Signal: セル固
有参照信号）、ＰＤＳＣＨに関連するＵＲＳ（UE-specific Reference Signal: 端末固有
参照信号）、ＥＰＤＣＣＨに関連するＤＭＲＳ（Demodulation Reference Signal）、Ｎ
ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ（Non-Zero Power Chanel State Information - Reference Signal）
、ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ（Zero Power Chanel State Information - Reference Signal）が
含まれる。
【００５０】
　ＣＲＳは、サブフレームの全帯域で送信され、ＰＢＣＨ／ＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨ／Ｐ
ＣＦＩＣＨ／ＰＤＳＣＨの復調を行なうために用いられる。ＰＤＳＣＨに関連するＵＲＳ
は、ＵＲＳが関連するＰＤＳＣＨの送信に用いられるサブフレームおよび帯域で送信され
、ＵＲＳが関連するＰＤＳＣＨの復調を行なうために用いられる。
【００５１】
　ＥＰＤＣＣＨに関連するＤＭＲＳは、ＤＭＲＳが関連するＥＰＤＣＣＨの送信に用いら
れるサブフレームおよび帯域で送信される。ＤＭＲＳは、ＤＭＲＳが関連するＥＰＤＣＣ
Ｈの復調を行なうために用いられる。
【００５２】
　ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳのリソースは、基地局装置１Ａによって設定される。例えば、端
末装置２Ａは、ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳを用いて信号の測定（チャネルの測定）を行なう。
ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳのリソースは、基地局装置１Ａによって設定される。基地局装置１Ａ
は、ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳをゼロ出力で送信する。例えば、端末装置２Ａは、ＮＺＰ　ＣＳ
Ｉ－ＲＳが対応するリソースにおいて干渉の測定を行なう。
【００５３】
　ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳのリソースは、基地局装置１Ａ、が設定する。基地局装置１Ｂは、
ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳをゼロ出力で送信する。つまり、基地局装置１Ａは、ＺＰ　ＣＳＩ－
ＲＳを送信しない。基地局装置１Ｂは、ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳの設定したリソースにおいて
、ＰＤＳＣＨおよびＥＰＤＣＣＨを送信しない。例えば、あるセルにおいてＮＺＰ　ＣＳ
Ｉ－ＲＳが対応するリソースにおいて、端末装置２Ｂは、干渉を測定することができる。
【００５４】
　ＭＢＳＦＮ（Multimedia Broadcast multicast service Single Frequency Network）
　ＲＳは、ＰＭＣＨの送信に用いられるサブフレームの全帯域で送信される。ＭＢＳＦＮ
　ＲＳは、ＰＭＣＨの復調を行なうために用いられる。ＰＭＣＨは、ＭＢＳＦＮ　ＲＳの
送信に用いられるアンテナポートで送信される。
【００５５】
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　ここで、下りリンク物理チャネルおよび下りリンク物理信号を総称して、下りリンク信
号とも称する。また、上りリンク物理チャネルおよび上りリンク物理信号を総称して、上
りリンク信号とも称する。また、下りリンク物理チャネルおよび上りリンク物理チャネル
を総称して、物理チャネルとも称する。また、下りリンク物理信号および上りリンク物理
信号を総称して、物理信号とも称する。
【００５６】
　また、ＢＣＨ、ＵＬ－ＳＣＨおよびＤＬ－ＳＣＨは、トランスポートチャネルである。
ＭＡＣ層で用いられるチャネルを、トランスポートチャネルと称する。また、ＭＡＣ層で
用いられるトランスポートチャネルの単位を、トランスポートブロック（Transport Bloc
k: TB）、または、ＭＡＣ　ＰＤＵ（Protocol Data Unit）とも称する。トランスポート
ブロックは、ＭＡＣ層が物理層に渡す（deliverする）データの単位である。物理層にお
いて、トランスポートブロックはコードワードにマップされ、コードワード毎に符号化処
理などが行なわれる。
【００５７】
　基地局装置１Ｂは、例えば６ＧＨｚ以上の高周波数で通信が可能とする。一般に高周波
数になると、パスロスが大きくなり、カバレッジが減少する。このため、基地局装置で多
数のアンテナを備え、プリコーディング（もしくはビームフォーミング）を行ない、カバ
レッジを確保することが考えられる。
【００５８】
　高周波数帯で通信する場合、基地局装置１Ｂは、高周波数帯で通信しない場合とは異な
るフレーム構造（無線アクセス技術（RAT: Radio Access Technology））を用いて通信す
ることができる。なお、高周波数帯で通信しない場合のフレーム構造を第１のフレーム構
造（第１の無線アクセス技術）とも呼称し、高周波数帯で通信する場合のフレーム構造を
第２のフレーム構造（第２の無線アクセス技術）とも呼称する。フレーム構造には、サブ
キャリア間隔、最大システム帯域幅、通信周波数帯、リソースブロック（Resource Block
: RB）サイズ（サブキャリア数）、リソースブロック数、リソースエレメント数、フレー
ム長、サブフレーム長、スロット等のパラメータの一部または全部を含む。なお、第１の
フレーム構造と第２のフレーム構造は、異なる周波数帯で用いられることに限らない。例
えば、第１のフレーム構造はライセンスバンドで用いられ、第２のフレーム構造はアンラ
イセンスバンドで用いられることも可能である。また、第１のフレーム構造と第２のフレ
ーム構造は、サービス、用途、必要な通信速度などによって切り替えられることも可能で
ある。
【００５９】
　例えば、第２のフレーム構造では、第１のフレーム構造と比較して、リソースブロック
数を増やすことができる。この場合、ＯＦＤＭ（直交周波数分割多重: orthogonal Frequ
ency division multiplexing）シンボルのサブキャリア間隔は同じとすると、第２のフレ
ーム構造は第１のフレーム構造よりも多数のリソースブロックで通信ができるため、広帯
域通信が可能となる。また、リソースブロック数が増えた場合、ＯＦＤＭシンボルを生成
する場合に用いるＩＦＦＴ（逆高速フーリエ変換: Inverse Fast Fourier Transform）の
ＦＦＴポイント数は増える。例えば、第２のフレーム構造で用いられるリソースブロック
数が最大５００であった場合、ＦＦＴポイント数は８１９２を用いれば良い。
【００６０】
　また、例えば、第２のフレーム構造では、第１のフレーム構造と比較して、１つのリソ
ースブロック当たりのサブキャリア数を増やすことができる。この場合、第２のフレーム
構造と第１のフレーム構造で使用可能なリソースブロック数が同じであっても、広帯域通
信が可能となる。例えば、第２のフレーム構造で用いるリソースブロックあたりのサブキ
ャリア数を第１のフレーム構造で用いるリソースブロックあたりのサブキャリア数のｎ倍
（ｎは自然数）とすることができる。例えば、ｎ＝５とした場合、第２のフレーム構造の
リソースブロックあたりのサブキャリア数は６０となり、ＯＦＤＭシンボル生成に用いる
ＦＦＴポイント数は８１９２を用いれば良い。
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【００６１】
　また、第２のフレーム構造における１リソースブロックは、第１のフレーム構造におけ
る複数のリソースブロックから構成することも可能である。例えば、第２のフレーム構造
におけるリソースブロックのサブキャリア数が６０の場合、第２のフレーム構造における
リソースブロックは、５つの第１のフレーム構造におけるリソースブロックで構成される
。なお、第２のフレーム構造において、第１のフレーム構造におけるリソースブロックを
サブリソースブロックと呼称することができる。別の言い方としては、第２のフレーム構
造では、第１のフレーム構造におけるリソースブロックの複数から構成されるリソースブ
ロックセットを有し、リソースブロックセットを第１のフレーム構造におけるリソースブ
ロックと同様に用いることができる。
【００６２】
　また、例えば、第２のフレーム構造では、第１のフレーム構造と比較して、ＯＦＤＭシ
ンボルのサブキャリア間隔を広げることができる。この場合、第２のフレーム構造で、第
１のフレーム構造と同じサイズのリソースブロック、および、第１のフレーム構造と同数
のリソースブロックが使用可能であれば、第２のフレーム構造のＯＦＤＭシンボル長は第
１のフレーム構造のＯＦＤＭシンボル長よりも短くなる。例えば、第２のフレーム構造に
おけるＯＦＤＭシンボルのサブキャリア間隔を第１のフレーム構造のサブキャリア間隔の
ｍ倍（ｍは自然数）とすることができる。例えば、ｍ＝５の場合、第２のフレーム構造に
おけるＯＦＤＭシンボルのサブキャリア間隔は７５ｋＨｚとなり、第２のフレーム構造に
おけるＯＦＤＭシンボル長は、第１のフレーム構造におけるＯＦＤＭシンボル長の５分の
１となる。なお、ＯＦＤＭシンボルに付加するＣＰ長を５分の１としても良い。このとき
、基地局装置１Ｂは、第２のフレーム構造を用いる場合、第１のフレーム構造と同様に、
１０ミリ秒を単位とするフレーム、１ミリ秒を単位とするサブフレームを用いることがで
きる。この場合、第１のフレーム構造と第２のフレーム構造では、１フレーム／サブフレ
ームに含まれるＯＦＤＭシンボル数は異なる。
【００６３】
　また、第１のフレーム構造と第２のフレーム構造で、サブキャリア間隔が異なり、フレ
ーム長とサブフレーム長を同じ場合、第２のフレーム構造は第１のフレーム構造と比較し
て、１フレームおよび１サブフレームに含まれるＯＦＤＭシンボル数が増加する。例えば
、第２のフレーム構造において、サブキャリア間隔を７５ｋＨｚとし、ＯＦＤＭシンボル
長が第１のフレーム構造の５分の１となる場合、１サブフレームに含まれるＯＦＤＭシン
ボル数は７０シンボルとなる。
【００６４】
　また、第１のフレーム構造と第２のフレーム構造で、サブキャリア間隔が異なり、フレ
ーム長および１サブフレーム内のＯＦＤＭシンボル数が同じ場合、第２のフレーム構造に
おけるサブフレーム長は短くなり、１フレームにおけるサブフレーム数が増加する。例え
ば、第２のフレーム構造におけるＯＦＤＭシンボルのサブキャリア間隔を７５ｋＨｚとし
、第２のフレーム構造におけるＯＦＤＭシンボル長が５分の１となったとする。このとき
、第２のフレーム構造におけるサブフレーム長は０．２ミリ秒となり、１フレーム内のサ
ブフレーム数は５０となる。また、第２のフレーム構造では、複数のサブフレームで構成
されるサブフレームグループを用いることも可能である。例えば、この例では、１サブフ
レームグループは１０サブフレームで構成され、１サブフレームグループ内は、第１のフ
レーム構造におけるサブフレームと同様の動作／処理が行なわれる。また別の例では、１
サブフレームグループは５サブフレームで構成され、サブフレームグループと第１のフレ
ーム構造のサブフレームは同様の役割を持つ。別の言い方をすれば、第２のフレーム構造
におけるサブフレームは、第１のフレーム構造における複数のサブフレームで構成される
。
【００６５】
　また、例えば、第２のフレーム構造では、第１のフレーム構造と比較して、ＯＦＤＭシ
ンボルのサブキャリア間隔、リソースブロック数、リソースブロック当たりのサブキャリ
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ア数のうち、複数を異なるようにすることができる。
【００６６】
　また、端末装置がキャリアアグリゲーション可能な場合、基地局装置は、第２のフレー
ム構造を用いる場合、第１のフレーム構造を用いる場合よりも多数のセカンダリセル（Se
condary Cell: SCell）を設定することができる。また、第１のフレーム構造は、プライ
マリセル（Primary Cell: PCell）で用い、第２のフレーム構造は、セカンダリセルで用
いることも可能である。この場合、第２のフレーム構造は、キャリアアグリゲーションの
場合にのみ用いられる。つまり、端末装置は、第１のフレーム構造と第２のフレーム構造
をキャリアアグリゲーションすることが可能である。
【００６７】
　また、第１のフレーム構造と第２のフレーム構造とで、サブキャリア間隔が異なり、フ
レーム長、サブフレーム長が同じ場合で、プライマリセルでは第１のフレーム構造で送信
され、セカンダリセルでは第２のフレーム構造で送信された場合、端末装置は、プライマ
リセルとセカンダリセルのサブフレーム（サブフレームの切れ目、サブフレームインデッ
クス）が同期していると想定することができる。
【００６８】
　また、第１のフレーム構造と比べて、第２のフレーム構造のサブフレーム長が短い場合
で、プライマリセルでは第１のフレーム構造で送信され、セカンダリセルでは第２のフレ
ーム構造で送信された場合、端末装置は、プライマリセルの１サブフレームと、セカンダ
リセルの複数サブフレーム（サブフレームグループ）が同期していると仮定する。例えば
、第１のフレーム構造と比べて、第２のフレーム構造のサブフレーム長が５分の１の場合
、端末装置は、プライマリセルの第ｎ（ｎは０以上の整数）サブフレームとセカンダリセ
ルの第５ｎサブフレーム、第５ｎ＋１サブフレーム、第５ｎ＋２サブフレーム、第５ｎ＋
３サブフレーム、第５ｎ＋４サブフレームとが同期していると想定することができる。
【００６９】
　また、第１のフレーム構造は、ＦＤＤ（周波数分割複信: Frequency Division Duplex
）およびＴＤＤ（時間分割複信: Time Division Duplex）で用いることができるが、第２
のフレーム構造は、ＴＤＤのみで送信することができる。また、第２のフレーム構造は、
下りリンクのみで用いるようにすることができる。
【００７０】
　また、第１のフレーム構造において、端末装置はActivated状態であるサービングセル
では少なくともＣＲＳが送信されていると想定することができる。第２のフレーム構造に
おいて、端末装置は少なくともＣＲＳが送信されていないと想定することができる。
【００７１】
　基地局装置と端末装置が通信を開始する場合、端末装置は、まず、基地局装置が送信す
る同期信号を用いて同期を取る必要がある。このとき、基地局装置は、カバレッジを確保
するために、同期信号にプリコーディングして送信することができる。また、プリコーデ
ィングは、端末装置にとって好適なプリコーディングであることが望ましいが、通信開始
時に基地局装置は端末装置の好適なプリコーディングは把握できていないため、異なるプ
リコーディングを行なった同期信号を複数送信することができる。このとき端末装置は、
効率良く、自装置に適したプリコーディングされた同期信号で同期を取ることができる。
【００７２】
　例えば、基地局装置１Ｂは、同期用信号として、複数の同期信号を含む信号を送信する
ことができる。基地局装置１Ｂは、複数の同期信号のうち一部または全部に対して、それ
ぞれに異なるプリコーディングを行なうことができる。プリコーディング前の複数の同期
信号は同じ同期系列（例えば、系列を生成する初期値が同じ）としても良いし、異なる同
期系列（例えば、系列を生成する初期値が異なる）とすることができる。図２は、複数の
同期信号を周波数多重する場合の例である。図２では、システム帯域幅に対して、同期信
号１、同期信号２、同期信号３の３種類の同期信号を周波数多重した例を示している。た
だし、図２の構成は例であり、その他の構成も本発明に含まれる。例えば、基地局装置１
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Ｂは、任意数の同期信号を周波数多重することができる。また、複数の同期信号長は同じ
長さ（帯域幅）でなくても良い。また、図２では、同期信号を多重した例のみを示してい
るが、参照信号、制御信号など別の信号を多重して送信することができる。また、基地局
装置１Ｂは、プライマリ同期信号（Primary Synchronization Signal: PSS）やセカンダ
リ同期信号（Secondary Synchronization Signal: SSS）のように、複数種類の同期信号
を送信することができる。基地局装置１Ｂは、複数種類の同期信号を周波数多重して送信
することもできるし、複数種類の同期信号を異なるＯＦＤＭシンボルとして送信すること
もできる。また、基地局装置１Ｂは、各々の種類で複数の信号を多重することができる。
例えば、基地局装置１Ｂは、複数のＰＳＳを送信することができるし、複数のＳＳＳを送
信することができる。
【００７３】
　また、複数の基地局装置が送信する同期信号は周波数多重されることもできる。例えば
、２つの基地局装置１、２から同期信号が送信されるとし、基地局装置１から同期信号１
から３が送信され、基地局装置２から同期信号４から６が送信されるとする。このとき、
端末装置２Ａは同期信号１から６が周波数多重されて受信することになる。複数の基地局
装置から送信された同期信号を周波数多重する場合、基地局間で同期信号の割当てが重な
らないようにコーディネーションすることができる。基地局間のコーディネーションはバ
ックホール回線を用いて行なえば良い。また、セルＩＤ／同期信号が割当てられるリソー
スが関連付けられていても良い。
【００７４】
　また、基地局装置１Ｂは、端末装置２Ａが基地局装置１Ｂを発見するためのディスカバ
リ信号を送信することができる。ディスカバリ信号は、同期信号、参照信号を含む。基地
局装置１Ｂは、プリコーディングパターンが異なる複数のディスカバリ信号を送信するこ
とができる。このとき端末装置２Ａは、受信した複数のディスカバリ信号を用いて、効率
良く基地局装置１Ｂを発見することができる。
【００７５】
　また、基地局装置１Ｂは、複数の同期信号／参照信号／ディスカバリ信号から構成され
るＯＦＤＭシンボルを送信することができる。また、同期信号／参照信号／ディスカバリ
信号から構成されるＯＦＤＭシンボルはサブフレームの一部または全部とすることができ
る。
【００７６】
　また、基地局装置１Ｂは、同期信号／参照信号／ディスカバリ信号で構成される信号を
、信号レベルが適切に維持されるように増幅レベルを制御するＡＧＣ（自動利得制御: Au
to Gain Control）、同期、トラッキングのために、データ通信に用いるフレームとは独
立に送信することができる。また、基地局装置１Ｂは、同期信号／参照信号／ディスカバ
リ信号で構成される信号を非定期的に送信する事ができる。また、基地局装置１Ｂは、同
期信号／参照信号／ディスカバリ信号で構成される信号は、第１のフレーム構造、第２の
フレーム構造とは異なるフレーム構造とすることもできるし、同じフレーム構造とするこ
ともできる。また、基地局装置１Ｂは、同期信号／参照信号／ディスカバリ信号で構成さ
れる信号は、ＯＦＤＭ以外の通信方式で送信することも可能である。
【００７７】
　端末装置２Ａは、キャリアアグリゲーションに対応している場合、基地局装置１ＡをＰ
Ｃｅｌｌ、基地局装置１ＢをＳＣｅｌｌとして通信することができる。
【００７８】
　基地局装置１ＡがＰＣｅｌｌとして端末装置２Ａと通信している場合に、ＳＣｅｌｌと
して基地局装置１Ｂをセルサーチする場合に、ＰＣｅｌｌは、端末装置２ＡがＳＣｅｌｌ
を発見するためのアシスト情報（PCellアシスト情報、補助情報、SCell設定情報、測定に
関する設定情報）を端末装置２Ａに送信することができる。アシスト情報は、上位層の信
号または物理層の信号で送信される。言い換えると、端末装置２Ａは、ＰＣｅｌｌからア
シスト情報を受信し、このアシスト情報に基づいてＳＣｅｌｌのセルサーチを行なうこと
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ができる。また、別の言い方では、端末装置２Ａは、ＰＣｅｌｌアシスト情報が設定され
ているＳＣｅｌｌとＰＣｅｌｌが設定されていないＳＣｅｌｌでは、同期信号／ディスカ
バリ信号／フレーム構成が異なると想定して同期／測定（例えば、RRM（Radio Resource 
Management）測定）を行なうことができる。端末装置２Ａは、複数の同期信号を受信し、
関連する参照信号から受信電力／受信品質を測定し、条件を満足するものについて、測定
結果を基地局装置１Ａ／１Ｂに送信することができる。
【００７９】
　また、基地局装置１Ａは、ディスカバリ信号に対するアシスト情報を送信することがで
きる。端末装置２Ａは、複数のディスカバリ信号を受信し、受信電力／受信品質を測定し
、条件を満足するものについて、測定結果を基地局装置１Ａ／１Ｂに送信することができ
る。
【００８０】
　ＰＣｅｌｌアシスト情報には、例えば、搬送周波数帯（バンド）、システム帯域幅、同
期信号設定リスト、中心周波数の一部または全てが含まれる。
【００８１】
　同期信号設定リストは、周波数多重されている各々の同期信号に関する設定情報から構
成される。同期信号の設定情報には、同期信号ＩＤ（identity）、同期信号のパラメータ
、中心周波数、中心周波数からの差の一部または全てが含まれる。同期信号のパラメータ
は、例えば、物理セルＩＤ、物理セルＩＤの候補、同期信号系列生成のパラメータ（例え
ば、ルートインデックス）、位相回転量、サイクリックシフト量の一部または全部である
。同期信号のパラメータは中心周波数からの差分と関連付けることができる。中心周波数
からの差は、その同期信号が中心周波数からどれくらい離れているかを示す。中心周波数
からの差は、差分をそのまま表すことも可能であるし、インデックスを表すことも可能で
ある。例えば、基地局装置１Ａが中心周波数からの差として１００という値を設定した場
合、端末装置２Ａは、中心周波数からの差が１００ｋＨｚと判断することができる。また
、基地局装置１Ａが中心周波数からの差分として、２というインデックスが設定された場
合、端末装置２Ａは、設定されたインデックスを定数倍（例えば、１００ＫＨｚ倍）して
中心周波数からの差を、２×１００ｋＨｚ＝２００ｋＨｚと判断することができる。
【００８２】
　基地局装置１Ａは、ＰＣｅｌｌからのアシスト情報として、測定用ＣＳＩ－ＲＳの設定
情報を設定することができる。測定用ＣＳＩ－ＲＳの設定情報は、測定ＣＳＩ－ＲＳのＩ
Ｄ、物理セルＩＤ、スクランブリングアイデンティティ、ＣＳＩ－ＲＳ設定を示す情報（
パラメータ）の一部または全部が含まれる。
【００８３】
　測定用ＣＳＩ－ＲＳの設定情報と同期信号の設定情報とを関連付けることができる。例
えば、基地局装置１Ａは、測定用ＣＳＩ－ＲＳの設定情報に同期信号ＩＤを含め、同期信
号ＩＤによって測定用ＣＳＩ－ＲＳの設定情報と同期信号の設定情報とを関連付けること
ができる。このとき、端末装置２Ａは、測定用ＣＳＩ－ＲＳの設定情報に対する結果を報
告する際に、同期信号ＩＤを含めることができる。
【００８４】
　また、測定用ＣＳＩ－ＲＳの設定情報と同期信号の設定情報は同時に設定することがで
きる。例えば、基地局装置１Ａは、ＰＣｅｌｌアシスト情報に搬送周波数帯（バンド）、
システム帯域幅、ディスカバリ信号設定リスト、中心周波数の一部または全てを含めて送
信することができる。ディスカバリ信号設定リストは、複数のディスカバリ信号に関する
設定情報から構成される。ディスカバリ信号の設定情報は、ディスカバリ信号ＩＤ、ディ
スカバリ信号の配置、ディスカバリ信号の送信間隔、同期信号の設定情報、測定用ＣＳＩ
－ＲＳの設定情報、中心周波数、中心周波数からの差の一部または全てが含まれる。
【００８５】
　端末装置２Ａは、ＰＣｅｌｌアシスト情報に基づいて、ＳＣｅｌｌの同期／測定などを
行ない、ＲＳＲＰ（Reference signal received power、受信電力）等の条件を満足する
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ものに対して、結果を基地局装置１Ａ／１Ｂに報告する。端末装置２Ａは、ＲＳＲＰ、Ｒ
ＳＲＱ（Reference signal received quality、受信品質）、ＴＰＩＤ（Transmit point 
ID）、同期信号に関する情報、ＣＳＩ－ＲＳに関する情報、ディスカバリ信号に関する情
報、送信ポイントを示す情報（パラメータ）、隣接セルに関する情報、の一部または全部
を報告することができる。なお、ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱはＣＲＳまたはＣＳＩ－ＲＳで測定
することができる。ＣＳＩ－ＲＳで測定するＲＳＲＰをＣＳＩ－ＲＳＲＰとも呼ぶ。また
、ＣＳＩ－ＲＳで測定するＲＳＲＱをＣＳＩ－ＲＳＲＱとも呼ぶ。ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱは
、測定した値から報告する値にマッピングして報告することができる。同期信号に関する
情報は、同期信号ＩＤ、中心周波数からの差分の一部または全部である。ディスカバリ信
号に関する情報は、ディスカバリ信号ＩＤ、測定ＣＳＩ－ＲＳのＩＤ、ＲＳＲＰ、ＲＳＲ
Ｑの一部または全部である。ＣＳＩ－ＲＳに関する情報は、測定ＣＳＩ－ＲＳのＩＤ、Ｃ
ＳＩ－ＲＳ設定、ＣＳＩ－ＲＳの位置、ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱの一部または全部である。隣
接セルに関する情報は、物理セルＩＤ、隣接セルのＲＳＲＰ、隣接セルのＲＳＲＱの一部
または全部である。
【００８６】
　また、ＳＣｅｌｌで複数種類のＣＰ（Cyclic Prefix）長が設定できる場合、ＰＣｅｌ
ｌがどのＣＰ長かを示す情報を設定／送信することができる。また、ＳＣｅｌｌのシステ
ムフレームナンバーをＰＣｅｌｌが設定／送信することができる。
【００８７】
　また、基地局装置１Ｂは、データ送信の開始に送信される初期信号（initial signal、
先頭信号、プリアンブル、トレーニング信号）を送信することができる。初期信号は、自
動利得制御、チャネル予約、同期、トラッキング、ＲＲＭ測定、セル特定、ＳＣｅｌｌ（
基地局装置）からの送信の検出の一部または全部のために用いられる。また、初期信号は
、上記同期信号／参照信号／ディスカバリ信号、自動利得制御のための信号、チャネル予
約のための信号の一部または全部が含まれる。また、初期信号は、ＯＦＤＭシンボルであ
っても良いし、ＯＦＤＭシンボルでなくても良い。また、初期信号はＯＦＤＭシンボルの
一部の信号とすることができる。また、初期信号は複数のＯＦＤＭシンボルとすることが
できる。端末装置２Ａは、初期信号に基づいて、自動利得制御、同期、トラッキング、Ｒ
ＲＭ測定、セル特定、ＳＣｅｌｌ（基地局装置）からの送信の検出の一部または全部を行
ない、必要があれば基地局装置に報告する。
【００８８】
　また、基地局装置１Ａ／１Ｂは、初期信号に関するアシスト情報である初期信号情報を
設定することができる。初期信号に関するアシスト情報は、初期信号の位置、初期信号の
ＩＤ、周波数、帯域幅の一部または全部が含まれる。端末装置２Ａは、基地局装置から送
信された初期信号情報に基づいて、自動利得制御、チャネル予約、同期、トラッキング、
ＲＲＭ測定、セル特定、ＳＣｅｌｌ（基地局装置）からの送信の検出の一部または全部を
行なう。
【００８９】
　また、基地局装置１Ａ／１Ｂは、初期信号に関して、一部のＳＣｅｌｌのみで送信する
ように設定することができる。言い換えると、基地局装置１Ａ／１Ｂは、初期信号を送信
することができるＳＣｅｌｌと、初期信号を送信することができないＳＣｅｌｌを別のＳ
Ｃｅｌｌとして設定することができる。初期信号を送信することができないＳＣｅｌｌを
第１のＳＣｅｌｌとも呼称する。また、初期信号を送信することができるＳＣｅｌｌを第
２のＳＣｅｌｌ（拡張SCell）とも呼称する。また別の言い方では、基地局装置１Ａ／１
Ｂは、第１のＳＣｅｌｌには初期信号情報を設定せず、第２のＳＣｅｌｌには初期信号情
報を設定することができる。端末装置２Ａは、第２のＳＣｅｌｌが設定されている場合、
基地局装置から送信された初期信号情報に基づいて、自動利得制御、チャネル予約、同期
、トラッキング、ＲＲＭ測定、セル特定、ＳＣｅｌｌ（基地局装置）からの送信の検出の
一部または全部を行なう。
【００９０】
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　また、基地局装置は、第１のＳＣｅｌｌと第２のＳＣｅｌｌでは、異なる機能、オプシ
ョンを設定することができる。また、第２のＳＣｅｌｌは第１のＳＣｅｌｌと比較して、
多くのキャリアアグリゲーションできる最大のコンポーネントキャリア数を設定すること
ができる。また、第１のＳＣｅｌｌと第２のＳＣｅｌｌは異なるフレーム構造で送信する
ことができる。例えば、第１のＳＣｅｌｌは第２のフレーム構造で送信せず、第２のＳＣ
ｅｌｌは第２のフレーム構造で送信することができる。なお、第２のフレーム構造で送信
可能なＳＣｅｌｌと初期信号を送信可能なＳＣｅｌｌは異なる設定をされることも可能で
ある。このとき、第２のフレーム構造を送信可能なＳＣｅｌｌは、第３のＳＣｅｌｌとも
呼称される。
【００９１】
　図３は、本実施形態における基地局装置の構成を示す概略ブロック図である。図２に示
すように、基地局装置は、上位層処理部（上位層処理ステップ）１０１、制御部（制御ス
テップ）１０２、送信部（送信ステップ）１０３、受信部（受信ステップ）１０４と送受
信アンテナ１０５を含んで構成される。また、上位層処理部１０１は、無線リソース制御
部（無線リソース制御ステップ）１０１１、スケジューリング部（スケジューリングステ
ップ）１０１２を含んで構成される。また、送信部１０３は、符号化部（符号化ステップ
）１０３１、変調部（変調ステップ）１０３２、下りリンク参照信号生成部（下りリンク
参照信号生成ステップ）１０３３、多重部（多重ステップ）１０３４、無線送信部（無線
送信ステップ）１０３５を含んで構成される。また、受信部１０４は、無線受信部（無線
受信ステップ）１０４１、多重分離部（多重分離ステップ）１０４２、復調部（復調ステ
ップ）１０４３、復号部（復号ステップ）１０４４を含んで構成される。
【００９２】
　上位層処理部１０１は、媒体アクセス制御（Medium Access Control: MAC）層、パケッ
トデータ統合プロトコル（Packet Data Convergence Protocol: PDCP）層、無線リンク制
御（Radio Link Control: RLC）層、無線リソース制御（Radio Resource Control: RRC）
層の処理を行なう。また、上位層処理部１０１は、送信部１０３および受信部１０４の制
御を行なうために必要な情報を生成し、制御部１０２に出力する。
【００９３】
　上位層処理部１０１は、端末装置の機能（UE capability）等、端末装置に関する情報
を端末装置から受信する。言い換えると、端末装置は、自身の機能を基地局装置に上位層
の信号で送信する。
【００９４】
　なお、以下の説明において、端末装置に関する情報は、その端末装置が所定の機能をサ
ポートするかどうかを示す情報、または、その端末装置が所定の機能に対する導入および
テストの完了を示す情報を含む。なお、以下の説明において、所定の機能をサポートする
かどうかは、所定の機能に対する導入およびテストを完了しているかどうかを含む。
【００９５】
　例えば、端末装置が所定の機能をサポートする場合、その端末装置はその所定の機能を
サポートするかどうかを示す情報（パラメータ）を送信する。端末装置が所定の機能をサ
ポートしない場合、その端末装置はその所定の機能をサポートするかどうかを示す情報（
パラメータ）を送信しない。すなわち、その所定の機能をサポートするかどうかは、その
所定の機能をサポートするかどうかを示す情報（パラメータ）を送信するかどうかによっ
て通知される。なお、所定の機能をサポートするかどうかを示す情報（パラメータ）は、
１または０の１ビットを用いて通知しても良い。
【００９６】
　無線リソース制御部１０１１は、下りリンクのＰＤＳＣＨに配置される下りリンクデー
タ（トランスポートブロック）、システムインフォメーション、ＲＲＣメッセージ、ＭＡ
Ｃ　ＣＥなどを生成、または上位ノードから取得する。無線リソース制御部１０１１は、
下りリンクデータを送信部１０３に出力し、他の情報を制御部１０２に出力する。また、
無線リソース制御部１０１１は、端末装置の各種設定情報の管理をする。
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【００９７】
　スケジューリング部１０１２は、物理チャネル（PDSCHおよびPUSCH）を割り当てる周波
数およびサブフレーム、物理チャネル（PDSCHおよびPUSCH）の符号化率および変調方式（
あるいはMCS）および送信電力などを決定する。スケジューリング部１０１２は、決定し
た情報を制御部１０２に出力する。
【００９８】
　スケジューリング部１０１２は、スケジューリング結果に基づき、物理チャネル（PDSC
HおよびPUSCH）のスケジューリングに用いられる情報を生成する。スケジューリング部１
０１２は、生成した情報を制御部１０２に出力する。
【００９９】
　制御部１０２は、上位層処理部１０１から入力された情報に基づいて、送信部１０３お
よび受信部１０４の制御を行なう制御信号を生成する。制御部１０２は、上位層処理部１
０１から入力された情報に基づいて、下りリンク制御情報を生成し、送信部１０３に出力
する。
【０１００】
　送信部１０３は、制御部１０２から入力された制御信号に従って、下りリンク参照信号
を生成し、上位層処理部１０１から入力されたＨＡＲＱインディケータ、下りリンク制御
情報、および、下りリンクデータを、符号化および変調し、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、Ｅ
ＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ、および下りリンク参照信号を多重して、送受信アンテナ１０５
を介して端末装置２に信号を送信する。
【０１０１】
　符号化部１０３１は、上位層処理部１０１から入力されたＨＡＲＱインディケータ、下
りリンク制御情報、および下りリンクデータを、ブロック符号化、畳み込み符号化、ター
ボ符号化等の予め定められた符号化方式を用いて符号化を行なう、または無線リソース制
御部１０１１が決定した符号化方式を用いて符号化を行なう。変調部１０３２は、符号化
部１０３１から入力された符号化ビットをＢＰＳＫ（Binary Phase Shift Keying）、Ｑ
ＰＳＫ（quadrature Phase Shift Keying）、１６ＱＡＭ（quadrature amplitude modula
tion）、６４ＱＡＭ、２５６ＱＡＭ等の予め定められた、または無線リソース制御部１０
１１が決定した変調方式で変調する。
【０１０２】
　下りリンク参照信号生成部１０３３は、基地局装置１Ａを識別するための物理セル識別
子（PCI、セルID）などを基に予め定められた規則で求まる、端末装置２Ａが既知の系列
を下りリンク参照信号として生成する。
【０１０３】
　多重部１０３４は、変調された各チャネルの変調シンボルと生成された下りリンク参照
信号と下りリンク制御情報とを多重する。つまり、多重部１０３４は、変調された各チャ
ネルの変調シンボルと生成された下りリンク参照信号と下りリンク制御情報とをリソース
エレメントに配置する。
【０１０４】
　無線送信部１０３５は、多重された変調シンボルなどを逆高速フーリエ変換（Inverse 
Fast Fourier Transform: IFFT）してＯＦＤＭシンボルを生成し、ＯＦＤＭシンボルにサ
イクリックプレフィックス（cyclic prefix: CP）を付加してベースバンドのディジタル
信号を生成し、ベースバンドのディジタル信号をアナログ信号に変換し、フィルタリング
により余分な周波数成分を除去し、搬送周波数にアップコンバートし、電力増幅し、送受
信アンテナ１０５に出力して送信する。
【０１０５】
　受信部１０４は、制御部１０２から入力された制御信号に従って、送受信アンテナ１０
５を介して端末装置２Ａから受信した受信信号を分離、復調、復号し、復号した情報を上
位層処理部１０１に出力する。
【０１０６】
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　無線受信部１０４１は、送受信アンテナ１０５を介して受信された上りリンクの信号を
、ダウンコンバートによりベースバンド信号に変換し、不要な周波数成分を除去し、信号
レベルが適切に維持されるように増幅レベルを制御し、受信された信号の同相成分および
直交成分に基づいて、直交復調し、直交復調されたアナログ信号をディジタル信号に変換
する。
【０１０７】
　無線受信部１０４１は、変換したディジタル信号からＣＰに相当する部分を除去する。
無線受信部１０４１は、ＣＰを除去した信号に対して高速フーリエ変換（Fast Fourier T
ransform: FFT）を行ない、周波数領域の信号を抽出し多重分離部１０４２に出力する。
【０１０８】
　多重分離部１０４２は、無線受信部１０４１から入力された信号をＰＵＣＣＨ、ＰＵＳ
ＣＨ、上りリンク参照信号などの信号に分離する。なお、この分離は、予め基地局装置１
Ａが無線リソース制御部１０１１で決定し、各端末装置２に通知した上りリンクグラント
に含まれる無線リソースの割り当て情報に基づいて行なわれる。
【０１０９】
　また、多重分離部１０４２は、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの伝搬路の補償を行なう。また
、多重分離部１０４２は、上りリンク参照信号を分離する。
【０１１０】
　復調部１０４３は、ＰＵＳＣＨを逆離散フーリエ変換（Inverse Discrete Fourier Tra
nsform: IDFT）し、変調シンボルを取得し、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの変調シンボルそれ
ぞれに対して、ＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ、２５６ＱＡＭ等の予め定
められた、または自装置が端末装置２各々に上りリンクグラントで予め通知した変調方式
を用いて受信信号の復調を行なう。
【０１１１】
　復号部１０４４は、復調されたＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの符号化ビットを、予め定めら
れた符号化方式の、予め定められた、または自装置が端末装置２に上りリンクグラントで
予め通知した符号化率で復号を行ない、復号した上りリンクデータと、上りリンク制御情
報を上位層処理部１０１へ出力する。ＰＵＳＣＨが再送信の場合は、復号部１０４４は、
上位層処理部１０１から入力されるＨＡＲＱバッファに保持している符号化ビットと、復
調された符号化ビットを用いて復号を行なう。
【０１１２】
　図４は、本実施形態における端末装置２Ａの構成を示す概略ブロック図である。図３に
示すように、端末装置２Ａは、上位層処理部（上位層処理ステップ）２０１、制御部（制
御ステップ）２０２、送信部（送信ステップ）２０３、受信部（受信ステップ）２０４、
チャネル状態情報生成部（チャネル状態情報生成ステップ）２０５と送受信アンテナ２０
６を含んで構成される。また、上位層処理部２０１は、無線リソース制御部（無線リソー
ス制御ステップ）２０１１、スケジューリング情報解釈部（スケジューリング情報解釈ス
テップ）２０１２を含んで構成される。また、送信部２０３は、符号化部（符号化ステッ
プ）２０３１、変調部（変調ステップ）２０３２、上りリンク参照信号生成部（上りリン
ク参照信号生成ステップ）２０３３、多重部（多重ステップ）２０３４、無線送信部（無
線送信ステップ）２０３５を含んで構成される。また、受信部２０４は、無線受信部（無
線受信ステップ）２０４１、多重分離部（多重分離ステップ）２０４２、信号検出部（信
号検出ステップ）２０４３を含んで構成される。
【０１１３】
　上位層処理部２０１は、ユーザの操作等によって生成された上りリンクデータ（トラン
スポートブロック）を、送信部２０３に出力する。また、上位層処理部２０１は、媒体ア
クセス制御（Medium Access Control: MAC）層、パケットデータ統合プロトコル（Packet
 Data Convergence Protocol: PDCP）層、無線リンク制御（Radio Link Control: RLC）
層、無線リソース制御（Radio Resource Control: RRC）層の処理を行なう。
【０１１４】
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　上位層処理部２０１は、自端末装置がサポートしている端末装置の機能を示す情報を、
送信部２０３に出力する。
【０１１５】
　無線リソース制御部２０１１は、自端末装置の各種設定情報の管理をする。また、無線
リソース制御部２０１１は、上りリンクの各チャネルに配置される情報を生成し、送信部
２０３に出力する。
【０１１６】
　無線リソース制御部２０１１は、基地局装置から送信されたＣＳＩフィードバックに関
する設定情報を取得し、制御部２０２に出力する。
【０１１７】
　スケジューリング情報解釈部２０１２は、受信部２０４を介して受信した下りリンク制
御情報を解釈し、スケジューリング情報を判定する。また、スケジューリング情報解釈部
２０１２は、スケジューリング情報に基づき、受信部２０４、および送信部２０３の制御
を行なうために制御情報を生成し、制御部２０２に出力する。
【０１１８】
　制御部２０２は、上位層処理部２０１から入力された情報に基づいて、受信部２０４、
チャネル状態情報生成部２０５および送信部２０３の制御を行なう制御信号を生成する。
制御部２０２は、生成した制御信号を受信部２０４、チャネル状態情報生成部２０５およ
び送信部２０３に出力して受信部２０４、および送信部２０３の制御を行なう。
【０１１９】
　制御部２０２は、チャネル状態情報生成部２０５が生成したＣＳＩを基地局装置に送信
するように送信部２０３を制御する。
【０１２０】
　受信部２０４は、制御部２０２から入力された制御信号に従って、送受信アンテナ２０
６を介して基地局装置１Ａから受信した受信信号を、分離、復調、復号し、復号した情報
を上位層処理部２０１に出力する。
【０１２１】
　無線受信部２０４１は、送受信アンテナ２０６を介して受信した下りリンクの信号を、
ダウンコンバートによりベースバンド信号に変換し、不要な周波数成分を除去し、信号レ
ベルが適切に維持されるように増幅レベルを制御し、受信した信号の同相成分および直交
成分に基づいて、直交復調し、直交復調されたアナログ信号をディジタル信号に変換する
。
【０１２２】
　また、無線受信部２０４１は、変換したディジタル信号に対し、同期信号を用いてタイ
ミング同期、フレーム同期等の同期を取る。そして、ディジタル信号からＣＰに相当する
部分を除去し、ＣＰを除去した信号に対して高速フーリエ変換を行ない、周波数領域の信
号を抽出する。
【０１２３】
　多重分離部２０４２は、抽出した信号をＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ、ＰＤ
ＳＣＨ、および下りリンク参照信号に、それぞれ分離する。また、多重分離部２０４２は
、チャネル測定から得られた所望信号のチャネルの推定値に基づいて、ＰＨＩＣＨ、ＰＤ
ＣＣＨ、およびＥＰＤＣＣＨのチャネルの補償を行ない、下りリンク制御情報を検出し、
制御部２０２に出力する。また、制御部２０２は、ＰＤＳＣＨおよび所望信号のチャネル
推定値を信号検出部２０４３に出力する。
【０１２４】
　信号検出部２０４３は、ＰＤＳＣＨ、チャネル推定値を用いて、信号検出し、上位層処
理部２０１に出力する。
【０１２５】
　送信部２０３は、制御部２０２から入力された制御信号に従って、上りリンク参照信号
を生成し、上位層処理部２０１から入力された上りリンクデータ（トランスポートブロッ



(20) JP 6795489 B2 2020.12.2

10

20

30

40

50

ク）を符号化および変調し、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、および生成した上りリンク参照信
号を多重し、送受信アンテナ２０６を介して基地局装置１Ａに送信する。
【０１２６】
　符号化部２０３１は、上位層処理部２０１から入力された上りリンク制御情報を畳み込
み符号化、ブロック符号化等の符号化を行なう。また、符号化部２０３１は、ＰＵＳＣＨ
のスケジューリングに用いられる情報に基づきターボ符号化を行なう。
【０１２７】
　変調部２０３２は、符号化部２０３１から入力された符号化ビットをＢＰＳＫ、ＱＰＳ
Ｋ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等の下りリンク制御情報で通知された変調方式または、チャ
ネル毎に予め定められた変調方式で変調する。
【０１２８】
　上りリンク参照信号生成部２０３３は、基地局装置１Ａを識別するための物理セル識別
子（physical cell identity: PCI、Cell IDなどと称される）、上りリンク参照信号を配
置する帯域幅、上りリンクグラントで通知されたサイクリックシフト、ＤＭＲＳシーケン
スの生成に対するパラメータの値などを基に、予め定められた規則（式）で求まる系列を
生成する。
【０１２９】
　多重部２０３４は、制御部２０２から入力された制御信号に従って、ＰＵＳＣＨの変調
シンボルを並列に並び替えてから離散フーリエ変換（Discrete Fourier Transform: DFT
）する。また、多重部２０３４は、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの信号と生成した上りリンク
参照信号を送信アンテナポート毎に多重する。つまり、多重部２０３４は、ＰＵＣＣＨと
ＰＵＳＣＨの信号と生成した上りリンク参照信号を送信アンテナポート毎にリソースエレ
メントに配置する。
【０１３０】
　無線送信部２０３５は、多重された信号を逆高速フーリエ変換（Inverse Fast Fourier
 Transform: IFFT）して、ＳＣ－ＦＤＭＡ方式の変調を行ない、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル
を生成し、生成されたＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにＣＰを付加し、ベースバンドのディジタ
ル信号を生成し、ベースバンドのディジタル信号をアナログ信号に変換し、余分な周波数
成分を除去し、アップコンバートにより搬送周波数に変換し、電力増幅し、送受信アンテ
ナ２０６に出力して送信する。
【０１３１】
　なお、本発明に係る基地局装置および端末装置で動作するプログラムは、本発明に関わ
る上記実施形態の機能を実現するように、ＣＰＵ等を制御するプログラム（コンピュータ
を機能させるプログラム）である。そして、これら装置で取り扱われる情報は、その処理
時に一時的にＲＡＭに蓄積され、その後、各種ＲＯＭやＨＤＤに格納され、必要に応じて
ＣＰＵによって読み出し、修正・書き込みが行なわれる。プログラムを格納する記録媒体
としては、半導体媒体（例えば、ROM、不揮発性メモリカード等）、光記録媒体（例えば
、DVD、MO、MD、CD、BD等）、磁気記録媒体（例えば、磁気テープ、フレキシブルディス
ク等）等のいずれであっても良い。また、ロードしたプログラムを実行することにより、
上述した実施形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムの指示に基づき、オペ
レーティングシステムあるいは他のアプリケーションプログラム等と共同して処理するこ
とにより、本発明の機能が実現される場合もある。
【０１３２】
　また、市場に流通させる場合には、可搬型の記録媒体にプログラムを格納して流通させ
たり、インターネット等のネットワークを介して接続されたサーバコンピュータに転送し
たりすることができる。この場合、サーバコンピュータの記憶装置も本発明に含まれる。
また、上述した実施形態における端末装置および基地局装置の一部、または全部を典型的
には集積回路であるＬＳＩとして実現しても良い。受信装置の各機能ブロックは個別にチ
ップ化しても良いし、一部、または全部を集積してチップ化しても良い。各機能ブロック
を集積回路化した場合に、それらを制御する集積回路制御部が付加される。
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【０１３３】
　また、集積回路化の手法はＬＳＩに限らず専用回路、または汎用プロセッサで実現して
も良い。また、半導体技術の進歩によりＬＳＩに代替する集積回路化の技術が出現した場
合、当該技術による集積回路を用いることも可能である。
【０１３４】
　なお、本願発明は上述の実施形態に限定されるものではない。本願発明の端末装置は、
移動局装置への適用に限定されるものではなく、屋内外に設置される据え置き型、または
非可動型の電子機器、例えば、ＡＶ機器、キッチン機器、掃除・洗濯機器、空調機器、オ
フィス機器、自動販売機、その他生活機器などに適用出来ることは言うまでもない。
【０１３５】
　以上、この発明の実施形態を、図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこの実
施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計等も請求の範囲
に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１３６】
　本発明は、端末装置および通信方法に用いて好適である。
【符号の説明】
【０１３７】
　なお、本国際出願は、２０１５年３月１３日に出願した日本国特許出願第２０１５－０
５０１９５号に基づく優先権を主張するものであり、日本国特許出願第２０１５－０５０
１９５号の全内容を本国際出願に援用する。
【０１３８】
１Ａ、１Ｂ　基地局装置
２Ａ、２Ｂ、２Ｃ　端末装置
１０１　上位層処理部
１０２　制御部
１０３　送信部
１０４　受信部
１０５　送受信アンテナ
１０１１　無線リソース制御部
１０１２　スケジューリング部
１０３１　符号化部
１０３２　変調部
１０３３　下りリンク参照信号生成部
１０３４　多重部
１０３５　無線送信部
１０４１　無線受信部
１０４２　多重分離部
１０４３　復調部
１０４４　復号部
２０１　上位層処理部
２０２　制御部
２０３　送信部
２０４　受信部
２０５　チャネル状態情報生成部
２０６　送受信アンテナ
２０１１　無線リソース制御部
２０１２　スケジューリング情報解釈部
２０３１　符号化部
２０３２　変調部
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２０３３　上りリンク参照信号生成部
２０３４　多重部
２０３５　無線送信部
２０４１　無線受信部
２０４２　多重分離部
２０４３　信号検出部

【図１】 【図２】
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